
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通実践
・主体的・対話的で深い学びを意識した
授業実践

○学習規律の徹底

○「あくしゅタイム」(ねらいに迫る交流の
場)で、考えを深めたり広げたりすること
ができたと回答した児童生徒90%以上
○授業の始まり、立腰、学習用具の準
備等々学習に向かう構えができたと回
答する児童生徒85%以上

・全教師が明確な意図を持って「あくしゅ
タイム」を設定し、その目的と評価を児
童生徒に明示することで、「あくしゅタイ
ム」の意義を児童生徒が感じられるよう
にする。
・生徒指導部とも連携し、全職員が同じ
指導を行うことで学習規律を徹底させ
る。

・ ・ ・

●地域・家庭との連携を生かして、自分
に自信をもつ、相手を思いやる子を育て
る道徳教育

●アンケートで「学校は心の教育に積極
的に取り組んでいる」と回答した保護者
が90%以上

・道徳教育に全ての教育活動を通して
取り組む。特に、道徳科の授業におい
て、「考え議論する道徳」を実践し、児童
生徒の道徳性の涵養を目指す。家庭、
地域と連携して道徳教育に取り組む。

・ ・ ・

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止等について、組織的対応
ができていると回答した教員が90%以上

・月に１回生活調査（あくしゅ）アンケート
を行い、いじめの早期発見に取り組む。
・生徒指導協議会において、全職員で共
通理解を図り、開発的・予防的な生徒指
導を行う。

・ ・ ・

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒
80％以上
●「将来の夢や目標をもっている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒80%以
上

・体育大会や文化発表会をはじめとする
行事や各学年で行う体験活動を通して、
児童生徒の自主性、自発性を育んでい
く。
・二分の一成人式や立志式などの節目
の行事では、将来への見通しをもたせる
機会を設け、夢や目標を明確にさせる。

・ ・ ・

●「望ましい生活習慣の形成」 ●元気のよい挨拶ができていると回答し
た児童生徒80%以上

●早寝・早起き・朝ごはんの望ましい生
活習慣ができていると回答した児童生
徒80%以上

・西渓会による挨拶の励行を推進する。

・学級活動や保健だよりの発行等で児
童生徒への啓発活動を行う。

・ ・ ・

○安全に関する資質・能力の育成 ○児童生徒や教員の交通事故、生活事
故の発生件数０(ゼロ)

・集団登校を月１回行い、その実施にお
ける登下校の安全確認に取り組む。
・交通安全教室の実施により、歩行、自
転車の扱いなどへの注意喚起を行う。

・ ・ ・

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限45時間以内の遵守

●ライフワークバランスを意識した働き
方ができたと回答する教員が90%以上

・ペーパーレス会議の推進。
・会議の開始時刻、終了時刻の徹底(会
議時間60分)。
・施錠時刻の設定と徹底。
・定時退勤日の徹底(前期:金曜日、後
期:水曜日)。
・電話対応時間の設定(朝:7:30～、夕:部
活終了後30分迄)。

・ ・ ・

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○教員の資質向上と支援体制の構築 ○特別支援教育に関する専門性が向上
したと回答する教員90%以上

○組織的・機能的な研修会やケース会
議等を年間3回以上実施

・校内特別支援教育ミニ研修会を学期
に1回ずつ実施する。
・特別支援教育コーディネーターを中心
に必要に応じてケース会議を実施し、校
内支援体制の充実を図る。

・ ・ ・

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

●健康・体つくり

中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 多久市立東原庠舎西渓校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・「将来の夢や目標をもっている」と回答する児童生徒の割合が目標の9０％に達しなかった。夢や目標をもたせていくために、夢につながる講話を設定したり、家庭で将来についての会話をする機会を作ったりする工夫を行う。

・子どもと職員が係わる時間の確保を図っていくため、義務教育学校の特徴を生かしながら業務改善をさらに進めたり、職員の意識改革を図ったりしていく。

・特別支援学級在籍が２０％を超え、一人ひとりに合う指導に取り組んだ。さらに特別支援学級や配慮を要する児童生徒への理解を深めるために、インクルーシブ教育の充実を図ったり、計画的な職員研修の機会を設けたりして、共通

理解を図る。

２　学校教育目標 志をもち、自ら学び、共に高め合い　たくましく生きぬく西渓っ子の育成

３　本年度の重点目標

①志を育むキャリア教育の推進。

②「あくしゅタイム」の推進と学ぶ意欲を高める指導の充実。

③郷土愛、自己肯定感を高める教育の充実。

④インクルーシブ教育の理念に基づく特別支援教育の充実。


